
標
制消

案
ET

ET

四国電力株式会社

吉良発電所

駐車場

As

53.47

53.22

52.85

52.89

52.78

53.08

52.94

52.70

52.70 51.44

51.39

51.45

50.57

50.78
50.14

(49.59)

50.05

50.11 50.07

50.03
50.47

50.06 50.14

50.15

50.10
50.25

50.07

50.03

50.02

50.09

49.97
(49.55)

49.98

50.06

49.98

(49.50)

50

55

45

貞
光

川
Ｎ

T-1-3

T-1-2

T-4

T-1-1
52.876

T-1-4-1

T-1

T-3

50.000

T-1-4

45.031

44.240

52.464

44.795

52.470

T-1-4-3

T-1-4-2

T-2

53.796

44.382

48.218

49.981

基 準 点 座 標

点　名 X座標 Y座標

T-1 5000.000 5000.000

T-2 5022.746 5037.385

T-3 5036.784 5023.252

T-4 5033.368 5016.543

T-1-1 4997.702 5003.148

T-1-2 4990.701 4993.376

T-1-3 4989.233 4973.116

T-1-4 5016.944 4982.844

T-1-4-1 5019.942 5019.441

T-1-4-2 5002.527 5033.905

T-1-4-3 4993.823 5040.705

49.91

49.96

(49.60)

(49.67)

(52.41)

(52.76)
50.91

52.5552.61

DL=35.000

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

図面番号

R2馬土　小谷西端山線(第一吉良谷橋)
つ・貞光吉良　橋梁修繕工事

(一)小谷西端山線

美馬郡つるぎ町貞光吉良(第一吉良谷橋)

橋梁一般図

S=1:200

徳島県西部総合県民局県土整備部＜美馬＞
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橋梁一般図

平 面 図 S=1:200

側 面 図 S=1:200

FixMov

A2A1

単純活荷重合成鈑桁

設　計　条　件

二等橋 (TL-14)

29.000m

28.200m

4.000m

2%放物線勾配

上
　
部
　
工

材
　

料

橋 格

橋 長

支 間 長

有 効 幅 員

型 式

鋼 材 SM50YA.YB , SM53B , SS41

躯 体

基 礎

型
　

式

重力式橋台

斜 角 θ=90°

横 断 勾 配

σck=280kgf/cm
2

直接基礎

不　明

不　明

コンクリート

鉄 筋 不　明

コンクリート

鉄 筋

材
　

料

下
　
部
　
工

一
般

国
道

4
3
8
号

一
般
県
道
 小

谷
西
端
山
線

H.W.L.48.843(等流計算結果)

排水管取替工 N=2箇所
ひびわれ補修工 N=2箇所

排水管取替工 N=2箇所

N=1箇所

2

2

A=0.52m
2

L=25.3m

支承防錆工 N=2基
排水管取替工 N=2箇所

支承防錆工 N=2基
排水管取替工 N=2箇所
ひびわれ補修工 N=2箇所

2

2

N=1箇所

A1橋台
(Mov)

A2橋
台

(Fix
)

 L=25.3m A=0.52m
2

CL

2.00%

▽桁受け天端

2.00%

▽桁受け天端

CL

2.00%2.00%

上部工断面図 S=1:50

A2支点部A1支点部

コンクリート舗装 t=5cm

中間対傾構部横桁部

(水道φ50,φ80)

(水道φ50,φ80)

N=2基

N=2基

実施設計図面

橋　長　29000

150

250

150 桁　長　28700

250 支間長　28200

橋　長　29000

桁　長　28700 150150

250250 支間長　28200

400 1000 4001000

3
3
0
0

5
0
0

4
0
0
0

5
0
0

5
0
0
0

8
5
0

8
5
0

水平力分担構造 N=2基

水平力分担構造 N=2基

支承防錆工 N=2基

支承防錆工 N=2基

洗掘部補修工

断面修復工(橋台天端部)舗装ひびわれ補修工

水平力分担構造 N=2基
水平力分担構造 N=2基

洗掘部補修工

舗装ひびわれ補修工 断面修復工(橋台天端部)

 
至

　
貞

光
 

 
至

　
一

宇
 

 至
　
小
谷
 

4000500

5000

1
1
5
0

5
1
0

500

2
5
0 6
5
0

200 200

9
0
0

2
5
0

4000500

5000

850

H

3300

5
1
0

850

500

2
5
0

2
5
0 6
5
0

200 200

H

5
1
0

6
5
0

5
1
0

6
5
0

2
1
0

5
0

6
0

鉄筋コンクリート床版 t=21cm

添架物

添架物

850 3300 850

6
5
0

1000

6
5
0

1000
水平力分担構造

水平力分担構造



工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

図面番号

(一)小谷西端山線

水平力分担構造詳細図(1)

S=1:20

徳島県西部総合県民局県土整備部＜美馬＞
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水平力分担構造詳細図(1) S=1:20

G2 CL G1

正 面 図

▽桁受け天端

平 面 図

G2 CL G1

2.59%

断 面 図

(A1橋台(Mov)側)

設計条件
設計水平力 (橋軸方向)

移動量 (橋軸直角方向)

55.0

0.0

(kN/基)

(mm)

移動量 (橋軸方向) 50.0 (mm)

設計水平力 (橋軸直角方向) 270.0 (kN/基)

(注記)

1.図中詳細寸法は、現地実測の上決定のこと。

2.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を実施し既設鉄筋は、切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干渉した場合は、アンカーボルト位置の調整を行うこと。

3.アンカーボルト位置調整に際して、ブラケット端から10cm以上のかぶりを確保すること。

R2馬土　小谷西端山線(第一吉良谷橋)
つ・貞光吉良　橋梁修繕工事

美馬郡つるぎ町貞光吉良(第一吉良谷橋)

実施設計図面

700 3300 700

4700

300 300

1175

150 桁　長　28700

橋　長　29000

250 支間長　28200

排水管 φ100

700 3300 700

4700

1
0
0
0

6
0
0

4
0
0

排水管 φ100

1
6
0
0

6
5
0

1000

125 125

1000

6
5
0

2
1
1

6
5
0

2
1
1

125125

5

500500 500500

10001000

1
6
0
0

1
6
0
0

2
0
0

3
0
0

1
5
0

3@250=750125 125250 225 275

125 250 225 275 125 3@250=750

2
0
0

3
0
0

1
5
0

2
1
1

5

1175

880 295

5

1
5
0

2
0
0

3
0
0

10

470

22 438

275 195

478

360

既設鉄筋探査結果

4
7
0

4
7
0

1
9
5

2
7
5

1
9
5

2
7
5
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工事箇所
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(一)小谷西端山線
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(A1橋台(Mov)側 <参考図>)

(SCM435:DMコート)
3 リミットピン

(SM490A:亜鉛アルミ溶射処理)
2 リミットピンプレート

C - C

B - B

A - A橋軸方向

(SM490A:亜鉛アルミ溶射処理)
1 ソールプレート

A

A

B

C

C

橋軸直角方向橋軸方向

取付詳細図

個ソールプレート SEL-N340-50

材料表 (1基当り)

1

全2基

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

個 1

本 1 SCM435;ダクロタイズド処理,DMコート

2

バッファーA

仮固定ボルトA

仮固定プレート

組

2

2

2

2

2

クロロプレンゴム

SUS

SS400;電気メッキ

2

リミットピンプレート

リミットピン

バッファーガイドA

バッファーB

バッファーガイドB

仮固定ボルトB

スペーサー

個

2

4

SGP20A;溶融亜鉛メッキ

アイボルト M16

SM490A;亜鉛アルミ溶射処理

SEL-N340用 SM490A;亜鉛アルミ溶射処理

クロロプレンゴム

SUS

部番

1

2

3

4

5

6

7

組

個

個

個

個

個

個

SS400相当品;亜鉛メッキ(HDZ35)

SS400相当品;電気メッキ

SS400相当品;電気メッキ

M16×80 1W付

M16×30 1W付

2セットボルト(上側) M22×85 1W,1SW付

4セットボルト(下側) M22×40 1W付 強度区分8.8;亜鉛メッキ(HDZ35)

強度区分8.8;亜鉛メッキ(HDZ35)組

組

納入時用部材

13

14

8

9

10

11

12

SEL-N340用

SEL-N340用

SEL-N340用

SEL-N340用

SEL-N340用

SEL-N340用

SEL-N340用

(注記)

1.水平力分担構造の納入時組立高さは、取付詳細図に示す製品高-10mm程度とする。

2.据付時は仮固定ボルト他、納入時用部材を取り外し、所定の高さで設置すること。

3.納入時用部材を取り外した後のタップ孔は、樹脂ボルトもしくはパテ材で埋めること。

オーバータップ

仮固定ボルトB用

アイボルト用

仮固定ボルトA用
オーバータップ

(
製

品
高

)

(
製

品
高

)

水平力分担構造詳細図(2)

水平力分担構造詳細図(2) S=1:10

B

2M22×90 1W,1SW付 強度区分8.8;亜鉛メッキ(HDZ35)組

仮固定プレート
(SS400:電気メッキ)

S=1:512 スペーサー
(SGP20A:溶融亜鉛メッキ)

S=1:513

バッファーガイドB
(SUS)

S=1:57バッファーB
(クロロプレンゴム)

S=1:56

バッファーガイドA
(SUS)

S=1:55バッファーA
(クロロプレンゴム)

S=1:54

R2馬土　小谷西端山線(第一吉良谷橋)
つ・貞光吉良　橋梁修繕工事

美馬郡つるぎ町貞光吉良(第一吉良谷橋)

実施設計図面

 10 

 8 

 1 

 6 

40

138

120 18

40 80

2-M8

φ
6
6

φ
1
2
2

R5

M70

20

40

110

200

4545

1
1
0

2
0
0

4
5

4
5 7
0

2
0

4
0

C20

M704-M22

2-M16

1
0
0

262 84

206

4
0

1
0
0

2
0 1
0
0

80 270 80

20

60 40

100

6
5

1
7
0

40

1
1
4

4-M16

2-M16
30

430

4-M22 3535 360

C20

R20
R20

5
0

2
0
0

5
0

3
0
0

30

500

200

4545 110

320

300

1
5

2
1
1

3
6

1
6
0

 3 

 7  14 

205

45 110 50

430

3535 360

2
1
1

1
5

3
6

1
6
0

 10  5 

 2  4  9  12  11 

450

430
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430

6
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3
0
0

7
0

2
0
0

200

4545 110

5050 200

320

9
0

5
0
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75

5
0

9
0

2-φ20×30長孔30

3
0

2
0

2.8

27.2 50

2

45180

4
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1
5

160

4
0

C3

17

両面粘着テープ付

2

4570

4
5

1
5
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4
0

C3

17

両面粘着テープ付

2
0

2
0 φ
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7
.
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4
5
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2
0

2
0



工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

図面番号

(一)小谷西端山線
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(A1橋台(Mov)側)

上部工取付プレート1基当り (製作数:2基)

 1-PL 320×21×450 (SS400)

下部工取付プレート1基当り (製作数:2基)

 1-PL 320×36×500

 4-Bolt  M22×95 [2-W] (強度区分8.8)

 4-U Nut M22用 (強度区分8.8)

下部工取付プレート上部工取付プレート

(275)(225)

(275)(225)

ブラケット1基当り (製作数:2基)

 1-PL 650×22×1000

 1-PL 448×22×1000

 1-PL 200×22×1000

 5-PL 438×22×596

(注記)

アンカーボルト位置は、()内表記がG2桁側を示す。

2 - 2 3 - 3

1 - 1

(注記)

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは35Rとする。

3.主桁補強材以外の部材は全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

　亜鉛の付着量はJIS H 8641 HDZ55とする。

　但し、ボルト・ナット類はHDZ35とする。

4.主桁補強材は、主桁と同等以上の防錆塗装を施すものとする。

5.図中詳細寸法は、現地実測の上決定のこと。

6.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を実施し既設鉄筋は、切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干渉した場合は、アンカーボルト位置の調整を行うこと。

下部工ブラケット詳細図

1 1

2

2

3

3

主桁補強材

7

F.P.
断　面側　面

平　面

水平力分担構造詳細図(3)

水平力分担構造詳細図(3) S=1:10

1
0

t=19mm

主桁側現場孔明主桁側現場孔明

10

t=19mm

7

F.P.

ブラケット1基当り (製作数:2基)

 4-PL 135×22×105

 4-PL  95×22×185

 4-PL 125×22×175

 4-TCB M22×90(S10T)

主桁側現場孔明

主桁側現場孔明

7

7

7

S=1:5アンカーボルト詳細図

(t=5mm)

(M39ネジ切り L=115)

ブラケット1基当り (製作数:2基)

 8-AncBolt D41×730 (SD345)

 8-1種Nut M39用 (SS400)

 8-3種Nut M39用 (SS400)

 8-Washer M39用 (SS400)

(注記)

アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛メッキを施すものとする。

R2馬土　小谷西端山線(第一吉良谷橋)
つ・貞光吉良　橋梁修繕工事

美馬郡つるぎ町貞光吉良(第一吉良谷橋)

実施設計図面
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M
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D
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φ
5
1

削孔長 625
ワッシャー(M39用)

3種ナット(M39用)

1種ナット(M39用)

ねじ切り長

樹脂パテ材

エポキシ樹脂注入

アンカーボルト D41×730
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水平力分担構造詳細図(4)
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水平力分担構造詳細図(4) S=1:20

正 面 図

平 面 図

断 面 図

(A2橋台(Fix)側)

1
:
0
.
1
5

G1 CL G2

▽桁受け天端

2.59%

G1 CL G2

設計条件
設計水平力 (橋軸方向)

移動量 (橋軸直角方向)

520.0

0.0

(kN/基)

(mm)

移動量 (橋軸方向) 0.0 (mm)

設計水平力 (橋軸直角方向) 270.0 (kN/基)

1
:
0
.
1
5

ブラケット取付部取壊し工

L=1.100m , N=2箇所

(注記)

1.図中詳細寸法は、現地実測の上決定のこと。

2.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を実施し既設鉄筋は、切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干渉した場合は、アンカーボルト位置の調整を行うこと。

3.アンカーボルト位置調整に際して、ブラケット端から10cm以上のかぶりを確保すること。

4.上段アンカーボルト位置調整については、桁受け天端から10cm以上19cm以下の範囲とし、

  上段と下断の間隔は、31cm以上確保すること。

5.側面については、コンクリート端部からブラケット端まで4cm以上の間隔を確保すること。

R2馬土　小谷西端山線(第一吉良谷橋)
つ・貞光吉良　橋梁修繕工事

美馬郡つるぎ町貞光吉良(第一吉良谷橋)

実施設計図面
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4400

550550

300 300

5000

4
5
0

4
5
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1175

150桁　長　28700

橋　長　29000

250支間長　28200
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5
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5
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5
0
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5
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1
5
0

220 275

500 500

1000

5
4
7
0

500500

1000

5
4
7
0

125 250 280 220 125

125220280250125 115 265 220

1175

300

880295

270

5470

275195

10 34426

2
1
5

388

2
1
5

2
1
5

300

既設鉄筋探査結果

1
9
5

2
7
5

1
9
5

2
7
5

275 125

3300 550

4400

550

1
0
0
0

4
0
0

6
0
0

50 50

1100

50 50

1100

2
6
0

2
6
0

39

4
5
0

2
6
0

2
6
0

4
5
0

39

ブラケット取付部取壊し工



工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

図面番号

(一)小谷西端山線

S=1:10

徳島県西部総合県民局県土整備部＜美馬＞

6 / 11

(A2橋台(Fix)側 <参考図>)

(SCM435:DMコート)
3 リミットピン

オーバータップ

仮固定ボルトB用

(SM490A:亜鉛アルミ溶射処理)
2 リミットピンプレート

C - C

B - B

オーバータップ

アイボルト用

仮固定ボルトA用

A - A橋軸方向

(SM490A:亜鉛アルミ溶射処理)
1 ソールプレート

A

A

BB

C

C

(
製

品
高

)

橋軸直角方向橋軸方向
(
製

品
高

)

取付詳細図

個ソールプレート SEL-N560-0

材料表 (1基当り)

1

全2基

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

個 1

本 1 SCM435;ダクロタイズド処理,DMコート

2

バッファーA

仮固定ボルトA

仮固定プレート

組

2

2

2

2

2

クロロプレンゴム

SUS

SS400;電気メッキ

2

リミットピンプレート

リミットピン

バッファーガイドA

バッファーB

バッファーガイドB

仮固定ボルトB

スペーサー

個

2

4

SGP20A;溶融亜鉛メッキ

アイボルト M16

SM490A;亜鉛アルミ溶射処理

SEL-N560用 SM490A;亜鉛アルミ溶射処理

クロロプレンゴム

SUS

部番

1

2

3

4

5

6

7

組

個

個

個

個

個

個

SS400相当品;亜鉛メッキ(HDZ35)

SS400相当品;電気メッキ

SS400相当品;電気メッキ

M16×55 1W付

M16×30 1W付

2セットボルト(上側) M27×90 1W,1SW付

8セットボルト(下側) M20×45 1W付 強度区分8.8;亜鉛メッキ(HDZ35)

強度区分8.8;亜鉛メッキ(HDZ35)組

組

納入時用部材

13

14

8

9

10

11

12

SEL-N560用

SEL-N560用

SEL-N560用

SEL-N560用

SEL-N560用

SEL-N560用

SEL-N560用

(注記)

1.水平力分担構造の納入時組立高さは、取付詳細図に示す製品高-10mm程度とする。

2.据付時は仮固定ボルト他、納入時用部材を取り外し、所定の高さで設置すること。

3.納入時用部材を取り外した後のタップ孔は、樹脂ボルトもしくはパテ材で埋めること。

水平力分担構造詳細図(5)

水平力分担構造詳細図(5) S=1:10

2M27×100 1W,1SW付 組 強度区分8.8;亜鉛メッキ(HDZ35)

仮固定プレート
(SS400:電気メッキ)

S=1:512 スペーサー
(SGP20A:溶融亜鉛メッキ)

S=1:513

バッファーガイドB
(SUS)

S=1:57バッファーB
(クロロプレンゴム)

S=1:56

バッファーガイドA
(SUS)

S=1:55バッファーA
(クロロプレンゴム)

S=1:54

R2馬土　小谷西端山線(第一吉良谷橋)
つ・貞光吉良　橋梁修繕工事

美馬郡つるぎ町貞光吉良(第一吉良谷橋)

実施設計図面
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45 80

20125
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R5

M80
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45

8585
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0
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0
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83 184
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4
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1
0
0

2
0
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2
0
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3
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0

125

270
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R20

R2
0

125

4-M27

1
8
4

6
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1
2
4

20

60 40

100

40
4-M16

2-M16

1
6
5

260

4545 85 85

310

5555 200

 10 

 8 

 1 

 6 

 3 

 7  14 

350

4040 270

260

4545 85 85

1
6
5

 4 

 5 

1
4

3
6

2
1
5

1
4

3
6

2
1
5

500320

330370

 2  9  12 

 10 

 11 

79

1
0
0

4040

5
5

5
5

125
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350
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350

6
3

3
1
0

2
6
0

260

458545 85

9
0

5
0
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75

5
0

9
0

2-φ20×30長孔30

3
0

2
0

2.8

27.2 25

2
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4
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1
5

80

4
0

C3

17

両面粘着テープ付
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4580

4
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1
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80

4
0
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両面粘着テープ付

2
0

2
0

27.5 27.5

2
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2
0

4
5

4
5

φ
2
7
.
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上部工取付プレート1基当り (製作数:2基)

 1-PL 330×19×370 (SS400)

下部工取付プレート1基当り (製作数:2基)

 1-PL 320×36×500

 6-Bolt  M24×110 [2-W] (強度区分8.8)

 6-U Nut M24用 (強度区分8.8)

下部工取付プレート上部工取付プレート

(275)(220)(115) (265)

(275)(220)(115) (265)

ブラケット1基当り (製作数:2基)

 1-PL 650×34×1000

 1-PL 436×28×1000

 1-PL 200×22×1000

 5-PL 426×22×590

(注記)

アンカーボルト位置は、()内表記がG2桁側を示す。

2 - 2 3 - 3

1 - 1

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

図面番号

(一)小谷西端山線

S=1:10

徳島県西部総合県民局県土整備部＜美馬＞

7 / 11

(A2橋台(Fix)側)

(注記)

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは35Rとする。

3.主桁補強材以外の部材は全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

　亜鉛の付着量はJIS H 8641 HDZ55とする。

　但し、ボルト・ナット類はHDZ35とする。

4.主桁補強材は、主桁と同等以上の防錆塗装を施すものとする。

5.図中詳細寸法は、現地実測の上決定のこと。

6.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を実施し既設鉄筋は、切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干渉した場合は、アンカーボルト位置の調整を行うこと。

下部工ブラケット詳細図

1 1

2

2

3

3

1
0

t=19mm

主桁側現場孔明主桁側現場孔明

10

主桁補強材

t=19mm

7

F.P.

9

7

9

F.P.
断　面側　面

平　面

ブラケット1基当り (製作数:2基)

 4-PL 135×22×105

 4-PL  95×22×185

 4-PL 125×22×175

 4-TCB M22×90(S10T)

水平力分担構造詳細図(6)

水平力分担構造詳細図(6) S=1:10

8

主桁側現場孔明

主桁側現場孔明

S=1:5アンカーボルト詳細図

(t=5mm)

(M39ネジ切り L=120)

ブラケット1基当り (製作数:2基)

 8-AncBolt D41×740 (SD345)

 8-1種Nut M39用 (SS400)

 8-3種Nut M39用 (SS400)

 8-Washer M39用 (SS400)

(注記)

アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛メッキを施すものとする。

R2馬土　小谷西端山線(第一吉良谷橋)
つ・貞光吉良　橋梁修繕工事

美馬郡つるぎ町貞光吉良(第一吉良谷橋)

実施設計図面
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0
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5
埋込み長 615

125

アンカーボルト長 740

10

M
3
9

D
4
1

φ
5
1

削孔長 625
ワッシャー(M39用)

3種ナット(M39用)

1種ナット(M39用)

ねじ切り長

樹脂パテ材

エポキシ樹脂注入

アンカーボルト D41×740



A1 A2

CL

G1

G2

位 置 図 S=1:50

N=2箇所 L=2.20×2=4.40m N=2箇所 L=2.10×2=4.20m

(
V
P
φ

1
0
0
)

排水管取替工詳細図 S=1:20

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

図面番号

(一)小谷西端山線

排水管取替工詳細図

S=1:20

徳島県西部総合県民局県土整備部＜美馬＞

8 / 11
(注記)

1.各部寸法は、現地実測の上決定のこと。

2.排水枡と管の接合部は、既設形状に合わせること。

(
V
P
φ

1
0
0
)

CL

長さは、下部工ブラケットより下まで伸ばすこと。

(2セット)(2セット)

長さは、下部工ブラケットより下まで伸ばすこと。

断 面 図

A2橋台側A1橋台側

R2馬土　小谷西端山線(第一吉良谷橋)
つ・貞光吉良　橋梁修繕工事

美馬郡つるぎ町貞光吉良(第一吉良谷橋)

実施設計図面

桁　長　28.700m

250 支間長　28.200m 250

150 150

橋　長　29.000m

流
下

方
向

5
0
0

5
0
0
0

4
0
0
0

5
0
0

8
5
0

8
5
0

3
3
0
0

排水管取替工 (A1橋台側) 排水管取替工 (A2橋台側)

1
.
0
0
m
程

度 排
水

管
取

替
工

　
L
=
2
.
1
0
m

1
.
0
0
m
程

度

排
水

管
取

替
工

　
L
=
2
.
2
0
m

500 500

5000

4000

水平力分担構造のブラケットと逆方向にカットし、

取付けボルト取付けボルト

水平力分担構造のブラケットと逆方向にカットし、



直角方向

▽桁受け

直角方向

▽桁受け

▽桁受け

橋軸方向 橋軸方向

▽桁受け

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

図面番号

(一)小谷西端山線

支承防錆工詳細図

S=1:10

徳島県西部総合県民局県土整備部＜美馬＞
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支承防錆工詳細図 S=1:10

A1橋台(Mov)側支承防錆工 A2橋台(Fix)側支承防錆工

(注記)

1.各部寸法は、現地実測の上決定のこと。

潤滑性防錆剤注入

施工手順

ブラスト処理

金 属 溶 射

樹 脂 塗 装

(二硫化モリブデン溶液)

(最低皮膜厚 100μm)

(エポキシ系浸透性保護材)

位　置 種　　類 単位 数　量

A1 支承板支承 (Mov) 箇所 2

A2 支承板支承 (Fix) 箇所 2

数 量 表

CL

A1 A2

位 置 図 S=1:50

(固定支承)(可動支承)

G1

G2

R2馬土　小谷西端山線(第一吉良谷橋)
つ・貞光吉良　橋梁修繕工事

美馬郡つるぎ町貞光吉良(第一吉良谷橋)

実施設計図面

650 650

400

250 支間長　28.200m

150 桁　長　28.700m

橋　長　29.000m

250支間長　28.200m

150桁　長　28.700m

橋　長　29.000m

400

金属溶射(亜鉛アルミ合金)

金属溶射(亜鉛アルミ合金)

金属溶射(亜鉛アルミ合金)

金属溶射(亜鉛アルミ合金)

370

270

370

270

桁　長　28.700m

250 支間長　28.200m 250

150 150

橋　長　29.000m

5
0
0
0

支承防錆工 N=2基支承防錆工 N=2基

8
5
0

3
3
0
0

8
5
0

流
下

方
向



(シーラント系)

ひびわれ補修工要領図 S=1:1

(スポンジ等)

ひびわれ面のUカット

施工手順

清　　掃

プライマー塗布

バックアップ材挿入

充 填 材 の 充 填

養　　生

(注記)

1.想定ひびわれ幅は、1mm以上とする。

橋面補修工詳細図 S=1:50

平 面 図

A1 A2

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

図面番号

(一)小谷西端山線

橋面補修工詳細図

S=1:50

徳島県西部総合県民局県土整備部＜美馬＞

10 / 11(注記)

1.各部寸法は、現地実測の上決定のこと。

ΣL=25.30m

N=4箇所

カッター工

コンクリートはつり
鉄筋の露出

鉄筋のケレン・清掃

防 錆 材 塗 布

プライマー塗布

断　面　修　復

施工手順

(注記)

1.はつり深さは、100mm程度を想定。ただし、うきや剥離部は全て除去すること。

2.鉄筋が見えた場合のはつり深さは、鉄筋の裏側が露出するまではつること。

  その際、露出した鉄筋は、ケレンを行い防錆材塗布を行うこと。

3.はつりの際は、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

4.角部等、状況に応じて当て板等を行うこと。

フェザーエッジを生じさせないこと ポリマーセメントモルタル
表面コテ仕上げ

下地処理：不陸調整ケレン後、防錆材塗布

断面修復工要領図 S=1:5

養　　生

R2馬土　小谷西端山線(第一吉良谷橋)
つ・貞光吉良　橋梁修繕工事

美馬郡つるぎ町貞光吉良(第一吉良谷橋)

実施設計図面

10程度

1
0
～

1
5

ひびわれ

充填材の充填

プライマー塗布

バックアップ材挿入
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舗装ひびわれ補修工 舗装ひびわれ補修工

断面修復工
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カッター工 (深さ10mm程度)断面修復

はつり面プライマー塗布 既設鉄筋
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工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

図面番号

(一)小谷西端山線

橋台補修工詳細図

S=1:50

徳島県西部総合県民局県土整備部＜美馬＞
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橋台補修工詳細図 S=1:50

A1橋台正面図

CL

G1 G2

CL

(断面修復工(左官工法))

▽桁受け面

A2橋台正面図

▽桁受け面▽桁受け面
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(断面修復工(左官工法))

(断面修復工(左官工法))

(断面修復工(左官工法))

B

B

A2橋台側面図
(B-B)

ポリマーセメントモルタル
表面コテ仕上げ

1
:
0
.
2

洗掘補修工詳細図 S=1:20

既設橋台

岩　盤

清　　掃

プライマー塗布

断　面　修　復

施工手順

養　　生

(A-A)

カッター工

コンクリートはつり
鉄筋の露出

鉄筋のケレン・清掃

防 錆 材 塗 布

プライマー塗布

断　面　修　復

施工手順

(注記)

1.はつり深さは、60mm程度を想定。ただし、うきや剥離部は全て除去すること。

2.鉄筋が見えた場合のはつり深さは、鉄筋の裏側が露出するまではつること。

  その際、露出した鉄筋は、ケレンを行い防錆材塗布を行うこと。

3.はつりの際は、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

4.角部等、状況に応じて当て板等を行うこと。

フェザーエッジを生じさせないこと ポリマーセメントモルタル
表面コテ仕上げ

下地処理：不陸調整ケレン後、防錆材塗布

断面修復工法要領図 S=1:5

養　　生

R2馬土　小谷西端山線(第一吉良谷橋)
つ・貞光吉良　橋梁修繕工事

美馬郡つるぎ町貞光吉良(第一吉良谷橋)

実施設計図面
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洗掘部補修工(断面修復工(左官工法))

プライマー塗布

補修範囲
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さ

カッター工 (深さ10mm程度)断面修復

はつり面プライマー塗布 既設鉄筋


